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広報あさひ

な移た保期こる議
り動。氏満と収 会 l
ままなの了に入で月
しでお再と同役、 29
た 、、 任な意に 2 日

w 浜総にる、永月に
国務同教次ロ 9 開
助諜意育ぃ栄日か
役長し委 で治に れ
のは、員 l氏任た
毒事、聞と月を期朝
務定会し 31選満目
取期 して日 任了町
扱人ま水に子と臨
と事し島任るな時

老
人
保
健
法
が

2
月
ー
か
ら
実
施
に

お
年
寄
り
に
健
康
へ
の
自
覚
と
適
切

な
受
診
歩
顧
っ
と
と
も
に
、
増
、
急
け

る
お
年
寄
り
の
医
療
費
合
す
べ
て
の
国

民
が
公
平
に
負
犯
し
て
い
く
と
い
う
見

地
か
ら
、

2
月
か
ら
は
医
療
歩
A
Xけ
る

際
に
一
部
負
鍍
金
参
与
又
払
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

老
人
保
健
法
で
医
療
が
受
け
ら
れ
る

方
は
、
医
療
保
険
各
制
度
の
加
入
者
の

う
ち
叩
歳
以
上
（
邸
歳
以
上
初
歳
未
満

の
ね
た
き
り
老
人
等
多
告
む
）
の
方
で

す
。
医
療
機
関
で
受
診
さ
れ
る
時
に
は
、

健
康
手
帳
・
憶
保
険
者
証
・
医
愛
又
給

費
証
券
あ
わ
せ
て
窓
口
に
提
示
し
、
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。
同
一
の
医
療
機
関

で
通
院
す
る
場
合
は
、
そ
の
月
の
最
初

の
診
療
時
に
仰
向
、
入
院
に
つ
い
て
は
、

1
日
制
円
を
2
カ
月
間
（
被
保
険
者
本

人
の
場
合
は
印
日
）
支
払
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
な
お
、
今
ま
で
の
老
人
医
療

助
成
制
度
は
廃
止
さ
れ
重
度
心
身
障
害

者
等
医
療
費
と
し
て
存
続
さ
れ
ま
す
が
、

町
議
以
上
の
軽
度
障
害
者
に
は
均
歳
以

上
の
一
般
老
人
と
同
額
の

一
部
負
担
金

が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
環

境
保
健
課
（
宮
3
1
1
1
0
0内
線
初

番
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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県知事の許可が必要

農地転用には
農
地

（聞
や
焔
）
を
宅
地

・（住宅
建

築
な
ど
）
や
雑
種
地
（
資
材
置
場
な
ど
）

及
び
山
林
（
舷
林
）
な
ど
農
地
以
外
の

用
途
に
転
用
（
地
目
安
更
）
す
る
と
き

は
、
町
農
業
委
員
会
を
経
由
し
て
県
知

事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。
こ
の
許
可
が
な
い
と
、
た
と
え
自
分

の
土
地
で
あ
っ
て
も
、
工
事
の
着
手
や

地
図
の
変
更
登
記
及
び
他
人
に
允
却
し

た
場
合
の
所
有
権
移
転
の
登
記
が
で
き

ま
せ
ん
。

ま
た
、
農
地
の
転
用
は
優
良
農
地
を

保
穫
す
る
立
場
か
ら
、
ど
こ
で
も
（
場

所
要
件
）
ど
れ
だ
け
で
も

（面
積
要
件
）

が
許
可
に
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
い
ろ

い
ろ
な
制
限
が
あ
り
ま
す
。

朝
日
町
収
入
役

、
氷
口

栄

治

（臼
歳
）

朝
日
町
山
崎

〈略
歴
〉

昭
和
M
年
旧
山

崎
村
書
記
、
産

業
・
企
画
財
政

総
務
課
長
歴
任

山饗

場

所

的

要

件

場
所
と
し
て
は
、
ほ
場
盤
備
の
行
わ

れ
た
農
地
は
工
事
後
お
お
む
ね
8
年
以

上
経
過
し
、
か
つ
既
存
の
非
農
地
に
近

く
、
農
用
地
区
域
で
あ
れ
ば
農
用
地
区

域
か
ら
の
除
外
認
可
を
受
け
る
と
、
原

則
と
し
て
農
家
住
宅
か
分
家
住
宅
の
用

地
と
し
て
許
可
に
な
り
ま
す
。

面

積

要

件

面
織
と
し
て
は
、
農
家
住
宅
の
場
合
、

1
．0
0
0平
方い川（
約
制
聞
き
、
分
家
住

宅
を
含
む

一
般
住
宅
は
蜘
平
方
じ
（
約

問
坪
）
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

資
材
置
場
な
ど
事
業
用
の
場
合
は
、

面
積
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

必
要
最
小
限
の
面
積
で
、
転
用
目
的
の

実
現
性
や
資
金
調
達
の
見
込
み
が
は
っ

き
り
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
他
、
農
地
の
転
用
に
つ
い
て
は
、

隣
接
耕
作
者
の
同
意
や
関
係
土
地
改
良

区
の
同
意
な
ど
、
多
く
の
必
要
要
件
が

あ
り
ま
す
。

許
可
な
く
し
て
転
用
し
た
場
合
は
、

工
事
の
停
止
や
原
状
回
復
の
命
令
を
出

さ
れ
た
り
、
約
則
の
規
定
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
や
転
用
許
可
申

請
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
朝
日
町
農
業

委
員
会
（

8
3
1
1
1
0
0内
線
お
番
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

朝
日
町
教
育
長

水

島

保

（
肝
歳

富
山
市
磯
部
町

〈略
歴
v

富
山
市
堀
川
小

校
長
、
岡
市
教

育
次
長
、
教
育

セ
ン
タ
ー
所
号

E署~震軍司

あなたの家は

安全ですか？

・消火器や消化バケツはすぐ使える

場所においてありますか？

・備えあれば．わが家は安全一一

・風呂の水も防火用水に役立ちます。

去
る
1
月
6
目、

恒
例
の
出
初
式
を
行

い
、
そ
の
際
、
次
の

優
良
団
員
及
び
無
火

災
の
表
彰
を
行
い
ま

し
た
。

O
消
防
団
功
労
章

第

2
分
団
分
団
長

山
岡
周
佐

第

3
分
団
分
団
長

勝

原

笑

第

5
分
団
分
団
長

荒
川
与
三
次

O
消
防
団
長
功
績
章

第

1
分

団

班

長

松

原

第

2
分

団

団

員

高

図

第

3
分

団

班

長

小

坂

第

4
分

団

班

長

平

図

第
5
分

団

団

長

折

谷

第

6
分

団

班

長

来

上

淳一隆孝周良
一己俊義一雄

「
家
内
労
働
者
と
は
？
」

家
内
労
働
者
は
、
す
。

一般
的
に
内
戦
者

l
、
家
内
労
働
手
帳
の
交
付

と
同
じ
意
味
で
使
委
託
者
は
、
仕
事
を
頼
む
と
き
は
、

わ
れ
る
こ
と
が
あ
あ
ら
か
じ
め
家
内
労
働
者
に
家
内
労

り
ま
す
が
、
家
内
働
手
帳
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

労
働
法
で
は
「
物
せ
ん
。

白聞
の
製
造
・
加
工
・

ま

た

、

手
帳
に
は
、
仕
事
の
内
答
、

販
売
業
者
な
ど
か
ら
委
託
を
受
け
、
主

工

貨
の
単
価
、
工
貨
の
支
払
い
期
日
・
家
内
労
働
手
帳
は
、
委
託
条
件
を
文

に
肉
毛
で
物
口
聞
の
製
造
・
加
工
な
ど
の
な
ど
、
必
要
な
事
項
会
記
入
す
る
こ
舎
で
明
維
に
す
る
と
と
も
に
当
象
者
間

仕
点
を
す
る
人
」
安
象
内
労
働
者
と

い

と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

の
無
用
の
紛
争
を
防
止
し
、
家
内
労
働

い
ま
す
。

2
、
工
貨
の
支
払

い

者

の

権

利

を

保

護

す

る

た

め

の

基

本

と

こ
の
家
内
労
働
者
の
労
働
条
件
向
上
工
貨
の
支
払
い
は
、
原
則
と
し
て
な
る
も
の
で
す
か
ら
、
か
な
ら
ず

「家

と
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
、
家
内
労
現
金
で
そ
の
全
額
を
支
払
わ
な
け
れ
内
労
働
手
帳
」
を
受
け
と
り
内
谷
を
縫

働
法
で
は
、
次
の
主
つ
に
定
め
て
い
ま
ば
な
り
ま
せ
ん
。

認
し
ま
し
ょ
う
。

一
間

「国
民
年
金
」
と
い
う
の
は
、

5
公
共
企
業
体
験
員
等
共
済
組
合
し
た
が
っ
て
、
現
復
わ
が
闘
に
は
8
一

一

ど
ん
な
制
度
で
す
か
。

6
私
立
学
校
教
員
共
演
組
合

つ
の
年
金
制
度
が
あ
り
、
す
べ
て
凶
が

…

7
農
林
漁
業
団
体
批
判
民
共
済
組
合
そ
の
必
業
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

〈

一
答

2
1、

は
じ
め
に
こ
れ
ら
の
ど
れ
に
も
加
入
す
る
こ
と
で
こ
れ
ら
を

nai度

L
ぃ
一

一

官
庁
や
企
業
協
く
人
を
中
心
が
で
き
な
い
人
、
つ
ま
り
自
分
で
仕
事

っ
て
い
手
。

～

…
に
発
展
し
ま
し
た
の
で
、

2
1
I
l
l
i－
－

－
－

I
lli－
－
－
－
」
国
民
年
金
は
、
裂

か

ら

ω
一

一
歴
史
的
経
過
に
よ
っ
て
現
在
、

一

n
．H
豆

、

＝

－

』

Z

ヨ4
K
R
P－－

一
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
最
低
お

…

四

圃

E
E
－－
E
－A
E

E
・E
・－、
E
E・
E
・－E
・ー白町’
a
町，

．．
 
E
z－－

一

、

…

次

？

つ
な
制
度
が
あ
り
ま
す
。

五

恒

E
2
4本
－

言

一

ヨ

一
年
間
、
青
き
ま
っ
た
保
険
料

…

一

l
厚
生
年
金
（
5
人
以
上
の

「
1
1
11
1
1
1
1
1
1
1
1
l
i
l
i－
－
1
1」

歩
前
め
、
満
笠
成
に
な
っ
た
と

一

～

規
模
の
民
間
企
業
で
働
く
人
を
し
て
い
る
人
と
そ
の
家
族
、

5
人
未
さ
か
ら
年
金
が
支
給
さ
れ
る
ほ
か
、
病

～

…

が

対

象

）

満

の

小

さ

な

事

懇

附

に

勤

め

て

い

る

人

気

や

ケ

ガ

で

体

が

不

自

由

に

な

っ

た

場

一

一

2
船

員

保

険

な

ど

の

た

め

に

年

金

制

度

が

つ

く

ら

れ

ム

ロ

な

ど

に

年

金

が

支

給

さ

れ

ま

す
。

一

一

自

室

昔

話

組
合

ま

し

た

。
ニ
れ
を
「
国
民
年
金
」
と
い

一

一

4
地
方
公
者
h
等

共

済

組

合

い

ま

す

。

（

昭
和
初
年
4
月
1
日
実
総
）

一

＠
 

ーパート②

A
守

7
F
nt

＠ 

O
消
防
団
長
表
彰
状

第

1
分

団

団

員

本

因

第
2
分

団

団

員

藤

井

第

3
分

団

団

員

字
国

第
4
分

団

団

員

寺
田

第
4
分

団

団

員

谷

第
5
分

団

団

員

氷

見

第
6
分

団

団

員

末

上

完隆き清室長斉

O
消
防
長
無
火
災
表
彰

第
2
分
団

3
カ
年

第

6
分
団

3
カ
年

第

3
分
団

1
カ
年

~－－·.－ ...消防団出初式

ま
た
、
工
貨
は
原
則
と
し
て
納
回
附

さ
れ
た
日
か
ら
l
ヵ
月
以
内
に
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

3
、
安
全
・
衛
生
に
閲
す
る
措
置

委
託
者
は
、
委
託
の
仕
事
に
関
し

機
械
・
器
具
そ
の
他
の
設
備
、
ま
た

は
原
材
料
そ
の
他
の
物
口
聞
を
家
内
労

働
者
に
譲
渡
、
貸
与
ま
た
は
提
供
す

る
と
き
、

こ
れ
ら
に
よ
る
危
害
を
防

止
す
る
た
め
に
必
要
な
惜
置
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。



「広報あさv-Jの

縮刷版を

販売しています

町広報係でi：.朝日

町の合併から昭和51年

6月（創刊号～ 250号）

まで．町の歴史を綴っ

た「広報あさひ」を綴

小し印刷した冊子とし

て発売しています．

冊子ri. B 5版衡と

じの 798ページ街鋭り

表紙仕立てで、2.900同

と絡安の｛郎主です．

まだ持っておられな

い方.errの腿史轡とし

て蔵轡のゆに｝JUえるこ

とをお勧めします。

尾
踏
切
が

全
面
交
通
止

国
鉄
横

国
鉄
検
尾
跨
切
が
消
雪
装
置
の
工
事

に
よ
り
3
月
1
日
か
ら
3
月
初
日
ま
で

全
面
交
通
止
め
に
な
り
ま
す
。
（
鋒
夜

と
も
。）

3
月
1
日
i

3
月
却
日

た
だ
し
、
巾
貝
川
じ
の
安
作
者
専
用

の
通
路
は
仮
設
し
ま
す
・
な
お
、
自
転

車
、
パ
・イ
ク
等
は
降
点
し
て
通
行
願
い

寺三
9

A
行

政

相

談

日

時

第

1
・
3
火
曜
日

午
前
叩
時
1
午
後
3
時

朝
日
町
悩
祉
セ
ン
タ
ー

川

t
嘉

一

（
宮
内－J
1
0
0
5
0）

岨

場

所

相
談
員

内

ム
人
権
法
律
・
登
記
相
談

時

2
月
日
日
｛火
｝

下
後
l
時
1
午
後
4
時

制
H
町
川
社
セ
ン
タ
ー

人
倫
線
冶
安

M

t
回

恵

三

（

8
2
1
0
1
2
7｝

 

k
u
m

怖

η

（
宮

2
1
2
1
6
4）

与
野

三
郎

（
宮

2
1
1
0
3
4）

日は

旬

必

川

相
補
酬
H
H

ご案とー..
‘同・・絞

A
心
配
ご
と
相
談

時

相

臼

毎
週
火
曜
日

午
前
叩
時
1
午
後
3
時

朝
日
町
一
悩
祉
セ
ン
タ
ー

（

8
3
1
0
5
7
6｝

 

場

所

ム
交
通
事
故
巡
回
相
談

①

臼

時

第

l
・
3
月
曜
日

午
前
叩
時
i
午
後
3
時

同
日
…
都
市
中
央
公
民
館

第
l

・3
水
雌
日

午
前
同
時
1
午
後
3
時

保
魚
沙
総
合
庁
舎
内

魚
津
地
万
県
民
相
談
室

2器

電
話
級
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

技
士
の
国
家
試
験
を
実
施

無
線
従
謀
者
国
家
試
験
七
／
タ
ー
で

は
、
屯
話
級
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
投
士
の

国
家
試
験
参
金
制
市
で
笑
施
し
ま
す
。

〈
〉
受
験
申
精
．
受
付
期
間

・
3
月
l
日
1
3月
日
日

．6
月
l
H
1
6
M回
目

。
賦
験
期
日

・5
H月
叩

U
1
5川

u
u

．
員
U
H
け
’
A
U
u
t
，R
V
H
川
R
JWM
U

詳
細
は
8
0
7
6
2
H
U
1
2
9
2
9

隼道陣・tj，より

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

休
日
営
業
店

2
日付

3
月
の
休
日
営
業
を
行
う

ス
タ
ン
ド
は
次
の
と
お
り
で
す
。

2
月
日
日
（
日
）
浜
岡
商
店

2
月
目
白
（日
）
中
央
農
協
燃
料
セ

、J
Oノ
1
1

2
月
幻
自
（日
）捌
H
石
油

（八
サ

線
）

3
月
6
日
（臼
）大
谷
石
油

3
月
日
目
（日
）小
川
．れ
繍

申告書は3月15日まで 働きながら学習を
県立雄峰高校

県白：雄銭高校では．仕事毒．家庭．

身体などの事情で毎日通小でき

ない人のために. 58年度のjjfJ日

常1lll祭給＇.｝.えび専攻科（保η科）の

学生を ~~保 しています。

－
お
し
ら
せ
か
わ
ら
版
。

町
営
住
宅
向
陽
町

団
地
入
居
者
（
崎
戸
分
〉
募
集

現
在
、
駅
前
に
迩
殺
し
て
い
る
第
2

樋
町
営
住
毛
向
能
町
団
地
の

（家
賃
月

2
万
2
千
円
）
入
居
希
望
者
を
募
集
し

ま
す
の
で
、

3
月
5
日
ま
で
役
湯
建
設

課
ま
で
市
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
．

出
申
し
込
み
多
数
の
湯
ム
ロ
は
公
開
抽
選

い
た
し
ま
す
。

（
入
居
資
格
）

川
町
内
に
居
住
又
は
勤
務

し
て
い
る
入
。

凶
現
在
、
同
居
し
、
又
は

同
府
し
・4
ヲ
と
す
る
綬
朕

が
あ
る
こ
と
（
老
人
、
身

体
障
害
者
な
ど
は
除
く
・）

川
政
令
で
定
め
る
基
識
の

収
入
が
あ
る
こ
え

川
現
に
住
宅
に
凶
自制
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人

で
あ
る
こ
と
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
建
設

輔副

（8
3
t
1
1
0
0内
線
拘
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

d

司
室

内

見

取

図

サンルーム

利:I:
6帖

〈温・制限程〉

0虫学科

普通科 ・家l段判・ 1射ゴヨ イ~· J·唖H

があり. 4ヵ年で高校小；業の資

絡がとれます。

〈〉募集期間

2 J.l22日～4月7FI( Jl：午まで）

〈保育奪取制〉

高校卒業以上の女子・を対象に．

保f'jに閲するw.門的教援を例得

し．｛足時食物取得の実力をつけ

るニとができます．

。修集方法

I H 3 II;~問． 午前．午後. l支1111

の 3部制緩業で2ヵ年て十・m
。募集人員

約80名

〈〉募集期間

2月22日～3月25H 1F. lf＂まて〉

※入学躍Ji轡な どくわしくは．山

山県立正経由争高校 （市（]JI fl A、江町I
l番45サ！！41-4951）まで．

附
初
日
初
年
度
の
町
川
町
民
絞

め
山
主

H
Sは
2
川
中
旬
に
配

街
し
ま
す
。
該
当
の
小
川
は
、

申
此n
書
用
紙
に
必
裂
が
山
引
を

記
入
の
？
え
、
必
袋
Jr品
目制州

を
添
え
て
、

3
月
日

uω
ま

で
役
場
税
務
課
又
は
各
農
漁

程

協

（支
所
・
出
似
刈
）
へ
従

聞

出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
各
窓

棺

口
に
由
主

nmの
投
入
制
が
前

告

い
川
て
あ
り
ま
す
。）

な
お
、
中

伸

血口
密
が
凶
い
て
い
な
か
り
た

即

方
や
記
入
の
し
か
れ
ム
等
ぷ
制

燥

に
つ
い
て
は
役
劫
縦
務
謀
、

町

国
民
年
金
保
険
料
は

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

計年中に凶民年金の似

険料を納めた人は、本人

の分はもちろん家放の分

も「社会保険料峻除」と

して所得から控除されますゐ

…富山テレビで股送

…「きょうの健康
あすの年金三

社会保険庁淀川間の『きょう…

…の健康あすの年金』が、3月…
…まで毎週土ゆ日午前7鈎から…

…7時応分まで富山テレビで紋…

…送されますのでご覧下さい．

期 II 地 区 ~~ ミ t品

2 112111(11) I.II 

’ー

相1u町中央農協Ill~ 支所

221H刈 ，， ,, 
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H 的 山崎浦換＇＂＇2 H l1:l 
金長谷・ ;j;j入 倒問中央制変純益出掛

3 a l1:l 大家 1主 大家庄農業協fol］組介

4 El(剣 ，， ，， 

7 Fl (Ill 
!,l 朝日町中央農協樋支所
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た
と
き
や
、
日
年
山
・
に
納
め
た
治
公
の

分
の
保
険
料
に
つ
い
て
も
M
H悼
の
扱
い

と
な
リ
ま
す
。

納
め
た
金
額
が
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、

役
場
の
同
民
年
金
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ

所
得
を
申
告
す
る
場
合
に
は
、
忘
れ

ず
に
妓
除
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
、ス

前
納
や
追
納
に
よ
り
保
険
料
を
納
め

付
加
保
険
料
を
納
め
て

将
来
よ
り
高
い
w
年
金
“
を
f

よ
リ
宵
向
い
保
険
料
を
か
け
て
‘
将
米

よ
り
高
い
年
金
金
受
け
る
シ
ス
テ
ム
が

あ
リ
ま
す
。

そ
れ
は
、
同
民
年
命
保
険
料
は
ん
．4
M州

で
、
5
千

m円
｛開
年
4
川
か
ら
は

5
子
制
問
）
で
す
が
、
こ
れ
に
加
え
て

付
加
保
険
料
柵
円
を
介
せ
て
納
め
る
こ

と
で
す
。

付
加
保
険
料
を
納
め
ま
す
と
、
将
米

受
け
る
老
齢
年
金
・
通
算
老
齢
附
年
金
・

死
亡

一
時
金
の
制
が
・十
え
ま
す
。

加
入
は
、
保
険
料
免
除
者
以
外
の
人

な
ら
識
で
も
納
め
ら
れ
幸
子
の
で
、

4
叩

ωHさ
れ
る
万
は
、
役
場
同
民
年
金
係
へ

山
中
し
で
て
く
だ
さ
い
の

• fllt長時間r：いずれも午前 9時30分から午後 4 時まで

固
定
資
産
課
税
台
帳
を

縦
覧
し
ま
す

昭
和
路
年
度
の
固
定
資
産
税
の
基
本

と
な
る
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
の
価

絡
等
が
琵
総
し
て
あ
る
問
定
資
涼
課
税

台
帳
を
、
次
の
日
れ
に
よ
り
縦
覧
し
ま

す
。

－
縦
覧
の
渇
所

朝
日
町
役
場
校
務
課

・
縦
覧
の
期
間

3月
l
日
か
ら

3
n
n日
ま
で

・
異
臓
の
申
し
立
て

3
月
幻
日
か
ら
4
月
l
日
ま
で

な
お
、
昭
和
問
年
度
の
凶
定
資
様
の

悩
抽
mwは
、
原
則
と
し
て
引
忽
皮
と
変

わ
り
ま
せ
ん
が
、
昨
年
中
に
よ
地
の
然

動
、
家
阪
の
新
附
引
築
等
が
あ
っ
た
峨
A
H

に
は
、
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

－
お
し
ら
せ
か
わ
ら
版
＠

nu寸マ
f
q
u
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ス
キ
l
教
室
の
講
師
な
ど

雪
上
の
主
役
た
ち
／

昭
和
凶
年
、
朝
日
町
の
誕
生
を
期
に

各
地
の
ス
キ
｜
グ
ル
ー
プ
が
合
併
し
、

「
朝
日
ス
キ
｜
ク
ラ
ブ
」
を
結
成
し
た
。

当
初
は
、
初
名
足
ら
ず
の
メ
ン
バ
ー

で
し
た
が
、
今
で
は
刷
余
名
の
仲
間
に

な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
ス
キ
｜
教
髪
、
ジ
ュ
ニ

ア
ス
キ
ー
、
親
子
ス
キ
｜
会
な
ど
、
地

域
ド
ド
般
在
し
た
ス
キ
ー
の
普
及
に
カ
を

注
ぐ

一
方
、
会
員
の
技
術
研
修
や
楽
し

く
に
ぎ
や
か
な
初
滑
り
会
、
お
さ
ら
ば

ス
キ
l
、
ス
キ
ー
ま
つ
リ
な
ど
、
数
々

の
事
業
を
維
持
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
気
の
お
け
な
い
仲
間
の
ス
キ

ー
行
で
は
、
粉
雪
を
け
散
ら
し
て
滑
降

を
楽
し
ん
だ
あ
と
の
H

カ
ン
パ
イ
e

、

飲
む
は
ど
に
深
ま
る
語
ら
い
と
一
段
と

スポットライト

松倉 ん
身

C

J

五

長
ト
富

局務事A
Z
 

工商

1
月
幻
日
に
、
長
年
の
懸
案
で
し
た

商
工
会
館
が
完
成
し
、
竣
工
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
回
は
、
朝
日
町
で
は
目
新

し
い
鋭
綴
り
の
会
館
建
設
に
向
け
苦
労

さ
れ
、
か
つ
会
館
の
完
成
と
と
も
に
新

た
な
出
発
を
期
す
、
商
工
会
事
務
局
長

の
絞
倉
さ
ん
に
ス
ポ
γ
ト
を
あ
て
て
み

念
品
I
」
れ
～
。

a－

絵
倉
さ
ん
は
、
大
正
8
年
日
月
白

日
生
れ
の

ω必
。
削叫
t
牝
は
、
治
水
町
で

奥
さ
ん
と
燥
さ
ん
と
の

3
人
的
存
ら
し
。

昭
和
ロ
年
3
月
に
染
織
講
則
自
所
を
半

業
さ
れ
、
泊
の
日
東
紡
縦
に
勤
務
さ
れ

た
が
、
昭
如
刊
は
年
か
ら
兵
役
に
。
一箪
隊

で
は
、
師
団
司
令
部
経
理
部
で
主
計
曹

長
と
し
て
活
躍
。
復
員
後
、
紛
業
に
従

疹
し
た
が
、
軍
隊
で
の
経
験
を
か
わ
れ
、

望
ま
れ
て
商
工
会
に
就
職
。
昭
和
臼
年

か
ら
事
務
局
長
を
務
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

き
て
、
好
き
な
言
葉
を
た
ず
ね
る
と
、

気
が
知
か
い
の
で
「
忍
耐
」。

仕
事
で

は

「率
先
妥
鈍
」

。
松
A
M
さ
ん
ら
し
い

... .... 

「朝日スキークラブ」

高
ま
る
笑
い
声
。
心
な
ご
む
も
の
が
あ

り
ま
す
。
な
お
鏡
技
会
で
は
、
初

1ω

議
会
員
の
健
闘
に
よ
る
県
体
2
部
で
の

優
勝
は
今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
会
員
の
誇

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

反
面
、
悩
み
も
多
く
、
特
に
若
い
会

員
や
女
性
会
員
が
少
な
く
、
も
っ
と

m

一言
楽
で
す
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に

一

人
心
に
絡
め
て
大
切
に
し
て
い
る
言

築
と
し
て
「
夢
」
と
い
う
の
が
あ
る

と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
す
ぐ
こ
わ
れ
る
夢
で
も
、
い
つ

も
新
し
い
夢
を
抱
き
つ
づ
け
た
い
か

ら
」
と
の
こ
と
3

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な

一
聞
が
見
う
け
ら
れ
、
微
笑
し
く
思

え
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
攻
作
の
心
岐
を
た
ず
ね

る
と

「商
工
会
に
勤
務
し
て
、
日
分
な

り
に

一
つ
で
も
、
も
の
に
し
た
い
と
心

に
期
し
、
当
時
吋
の
弱
少
な
商
工
会
の
財

政
ぷ
盤
を
縫
立
し
よ
う
と
努
力
し
て
き

ま
し
た
。
巡
常
の

一
切
を
ま
か
し
て
く

だ
き
っ
た
桜
代
会
長
の
U
M似
と
過
怠
な

仕
事
に
耐
え
て
く
れ
た
帥
明
日
H

の
協
力
に

よ
り
、
そ
の
念
刷
を
達
成
で
き
た
と
満

足
し
て
い
ま
す
。
ま
た
進
中
よ
リ
商
工

会
館
建
設
と
い
う
大
邸
業
が
決
議
さ
れ
、

そ
の
実
現
に
文
山
子
通
り
苦
労
し
ま
し
た

が
、
完
成
し
て
み
れ
ば
、
皆
様
の
ご
協

力
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
と
感
却
し
て
い

ま
す
」
と
の
こ
と
。

ま
た
、
町
行
政
に
望
む
こ
と
を
た
ず

.シーサイドスキー織にて

え
て
く
れ
れ
ば
・
・
・
：
・
と
思
う
の
で
す
が
。

き
て
、
米
年
は
初
周
年
を
期
し
て
、

北
泌
道
へ
滑
り
に
行
く
・
」
と
を
企
画
し

て
い
ま
す
。
シ
l
ハ
イ
ル
、
楽
し
い
仲

間
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
、
正
に
吟
の
仲

間
遣
の
集
ま
リ
が
、
我
が
「
朝
日
ス
キ

ー
ク
ラ
ブ
」
で
す
。

<Ill 
新

し
L、
,6. 

"" 館
σ〉

官 前

, .r，で

ね
る
と
、
「聞
を
経
済
的
に
円
か
に
す
る

こ
と
が
第

一
で
、
産
業
桜
興
が
肝
婆
で

す
。
そ
の
意
味
で
は
、
朝
日
発
電
の
実

現
は
、
高
い
評
価
が
で
き
ま
す
。
し
か

し
町
耐
附
の
剖
%
以
上
も
山
め
る
山
を

な
ん
と
か
治
則
で
き
な
い
も
の
で
し
ょ

う
か
」
と
館
業
振
興
に
立
欲
を
燃
や
す

松
合
さ
ん
ら
し
い
・
パ
築
が
返
っ
て
き
ま

し
た
。

日

委
し
て
い
ま
す

私
ど
も
は
、
よ
る
昭
初
初
年
8
け
の

終
戦
時
に
、
大
津
市
滋
れ
海
山
小
航
定
隊

第

一
分
隊
に
夜
出
荷
し
て
い
ま
し
た
戦
友

を
間
休
し
て
い
ま
す
。

間
引
ト
れ
ま
で
約
半
数
の
居
所
が
解
か
り

ま
し
た
が
、
後
半
数
の
消
息
が
不
明
で
、

八
万
手
を
尽
し
ま
し
た
が
解
か
り
ま
せ

ん
。
万
策
日
州
、き
て
八
方
ふ
さ
が
り
と
な

り
ま
し
た
。

そ
こ
で
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

「昭
和
初
年
8
丹
羽
日
現
布
、
大
津

nu寸
ヴ
／
凋
斗

－
み
ん
な
の
広
場
。

紙

境
卓
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

今
年
で
6
年
目
を
迎
え
る
私
た
ち
卓

球
少
年
団
は
、
境
小
学
校
の
4
年
生
か

ら
6
年
生
の
約
8
割
が
入
団
し
、
現
作

男
女
あ
わ
せ
て
犯
名
の
団
員
が
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

卓
球
少
年
団
は
、
朝
日
町
に
は
境
地

区
に
し
か
な
く
、
そ
れ
だ
け
に
卓
球
人

口
の
附
加
の
た
め
に
も
、
頑
張

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

山
払
た
ち
卓
球
少
年
団
は
、
技

術
の
向
上
も
必
要
で
す
が
、
本

当
の
包
的
は
個
人
的
な
考
え
を

や
め
、
団
員
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
最
も
大
切
に
し
、
全
員
が
一

丸
と
な
っ
て
練
背
す
れ
ば
、
自

然
に
校
術
の
向
上
に
つ
な
が
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ト
レ

l
ニ

ン
ク
と
抜
本
線
智
（索
振
り
、
フ

ソ
ト
ワ

l
ク
等
）
は
、水
日
向
満
・
キ

ャ
プ
テ
ン
を
中
心
と
す
る
6
年

生
が
先
頭
に
た
っ
て
向
分
違
で

行
い
、
指
導
者
は
助
言
と
苦
十

の
指
仰
に
と
ど
め
、
自
分
自
身

で
や
る
ニ
と
に
よ
り
、
何
か
が

身
に
つ
け
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

間
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
こ

れ
か
ら
の
人
生
に
も
プ
ラ
ス
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
毎
週
木
曜
日
の
練
滋
に

は
、
団
員
及
び
指
導
者
全
員
が

一
欽
団

結
し
、
み
ん
な
で
励
ま
し
あ
っ
て
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

－ーー『．

米
消
－
R

拡
大
小
学
生

ポ
ス
タ
ー
図
面
標
語
展

ポ
ス
タ
ー
の
部
最
優
秀
賞

七
沢

誠

（山
崎
小
五
年
）

標
需
の
部
最
優
秀
賞

右
井
不
二
夫

（大
家
山
小
－
h
年
）

山
滋加れ小尚
一中航
均
コ隊
第
一
分
隊
代
絡
の

ト刀
」
え
は
こ
の
人
を
御
存
知
の
十
刀
下
記

の
所
に
述
内
村
く
だ
さ
い
。

不
幸
に
し
て
既
に
亡
く
な
ら
れ
た
ご

砂
家
族
の
方
も
死
亡
年
月
日
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
な
ど
お
知
ら
せ
く
だ
さ

「献
立
表
、
ご
飯
の
日
に
は

丸
を
つ
け」

T
m
i
M山

滋
山
川
県
犬
上
郡
中
良
町

小
川
原
蹴
の
幻

．
わ
川

一

男

含

0
7
4
9
0
お
｜

1
6
4
0

告戸多
例えど

－
み
ん
怠
の
広
場
＠
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山
崎
で
左
義
長
復
活

ー
約
刊
年
ぶ
り

i

松
本
消
仮

此
早
野
唯
雄

亦
川
次
郎

笹
沢
在
保

西
村
京
太
郎

三
浦
首
郎

~40~手ぶりに復活した左犠長
防
げ
れ
ば
と
、

3
集
落
が
A
回
向
し
て
、

約
刊
年
ぶ
リ
に
左
義
長
を
復
活
さ
せ
ま

し
た
。－

月
日
日
の
朝
、
古
毛
た
ち
の
指
持

で
、
集
郊
の
青
壮
年
が
青
竹
を
立
て
、

れ
て
い
た
町
立
の
五
筒
庄
公
民
館
が
完

成
し
、
－
月
間
日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
同
公
民
館
は
鉄
筋
2
階
建
て

延
べ
叫
平
方
じ
で、

一
階
に
事
務
室
、

研
修
室
、
料
理
実
習
室
、

2
階
が
大
集

会
家
、
会
議
室
、
図
書
誌
が
設
け
て
あ

り
ま
す
。
卒
業
費
は
、
約
6
7
8
5
万

円
で
し
た
。

不
動
堂
遺
跡
で

防

火

訓

練

－
月
初
日
、
文
化
財
防
火
デ
ー
に
あ

わ
せ
て
、
不
動
堂
遺
跡
で
防
火
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
訓
練
は
午
前
日
時

最
も
大
き
な
復
元
住
尉
か
ら
出
火
し
た

わ
ら
や
一双
が
ら
を
拙恨
み
あ
げ
、
各
一戸
か

ら
持
ち
寄
っ
た
正
月
の
飾
り
物
や
チ
供

た
ち
の
書
き
初
め
の
作
品
な
ど
を
、
約

削
人
の
人
達
が
見
守
る
な
か
で
脇
町
き
あ

げ
ま
し
た
。

企車生水する堂困婦人消防隊

と
の
相
－
X
一え
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
町
消

防
本
部
か
ら
消
防
亦
4
れ
が
参
加
し
た

ほ
か
、
地
%
の
立
川
崎
人
消
防
隊
も
小

刷
れ
ポ
ン
プ
を
持
っ
て
似
け
つ
け
ま
し
た
。

像
が
あ
ら
わ
れ
て
、告
げ
て
い
わ
く
「
我
基
（
奈
良
時
代
の
僧
）
の
作
と
い
わ
れ
、

は
当
山
の
鎮
守
薬
師
如
来
な
り
、
川
地

三
枚
備
に
あ
っ
た
銃
械
の
減
、
玉
、
鉱
州

の
堂
宇
火
災
の
節
、
井
戸
の
底
に
入
り
正
の
守
り
本
線
で
あ
っ
た
が
、
天
文
時

し

が

我

を

鋸

り

上

げ

代

に

上

杉

努

て
安
置
せ
よ
。
汝
に

「1
1
1
11

1
1
1l
l
J

に
攻
め
ら
れ

妙
薬

2
2
1
一

郎

土

乃

云

尚

一

議

し

、

そ

一
心
配
戸
－
一
／
レ
J
小

i
z－－
ロ

一

：J
焼
失
し
た
と
一
・

1

1

1

・
ー

一

0
の
・家
在
、
場

－

－

叩

k
h

r
、．均’九
b

，、

思
っ
て
い
た
本
尊
が
一

－

｜

－

－

一

。

の

U
蔵
人
が

夢
の
中
に
あ
ら
わ
れ
一

所

」

＃

月

一

守

り

本

尊

を

て
、
焼
け
て
い
な
い
「
｜
｜
｜
I
l

l

i－－

l
L

支
u
守
に
納

と
い
、

1
さ

つ

そ

く

、

め

た

と

さ

れ

井
戸
を
掘
っ
て
み
る
と
お
告
げ
の
と
お
る
。
し
か
し
、そ
の
後
、
併
び
火
災

リ
仏
様
が
出
て
き
た
の
で
あ
る
。

に
あ
ゥ
た
と
い
い
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
仏
同
僚
は
伝
来
に
よ
る
と
、
僧
行
泌
械
絡
話
や
総
夢
な
ど
の
伝
説
を

幻

夢

絡

宝

伝

隙

舜

距

机
上

の

遭

遇

小

松

左

京

町

彬

の

挑

戦

者

’

μ
回
一
男

シ
ン
グ
ル
ガ

l
ル

鴻

A
n
志
子

そ
の
窓
か
ら
何
が
見
え
る
か醍

醐
由
明
沙
央

N
H
K大
河
ド
ラ
マ
・
ス
ト
ー
リ
ー
徳

川

家

康

日

本

放

送

出

版

協

会

自
衛
隊
と
ぴ
あ
る
配
ヒ
サ
・
ク
ニ
ヒ
コ

f
ど
も
が
舟
い
た
雌
絡
め
本

エ
リ
ッ
ク
・
ロ

l
フ
ス

自
分
を
嫌
う

な

加

級

協

師

三

安
ら
か
に
淑
〈
死
ね
る
法

ト
培
山
般

の
リ
f
が
明
か
す
お
し
ゃ
れ
の
ヒ
＝
、
ッ

淡
谷
の
り
子

占
陶
川
憎
の
み
か
た

林
屋
時
三

日
本
土
日
晩
、
ぷ
釈
－
A
4許庁
釈
叢
書
知
山
巻

角
川
書
店

内
由
同
民
社

総
解
説
シ
リ
ー
ズ
同
情

イ
ラ
ス
ト
で
つ
づ
る
と
や
ま
の
れ
き
し

ア
ド

・
パ
ル
ス

山
ト
品
川
談
ぷ
会

泊
の
十
役
目

本
の
紹
介

「
カ
ラ
フ
ト
犬
物
語
」

北
村

泰

日
本
が
初
め
て
ん陶
憾
観
測
隊
を
送
っ

た
の
は
、
今
か
ら
お
年
前
。
日
人
の
隊

員
は
、
位
蛸
の
カ
ラ
フ
ト
犬
と

一
緒
に

南
町
似
観
測
船

J
f小谷
」
で
、
雪
と
氷
の

大
陸
に
渡
っ
て
行
き
ま
し
た
。
カ
ラ
フ

ト
犬
は
、
袋
、
さ
に
め
っ
ぽ
う
強
〈
、
足

の
感
覚
で
危
険
を
敏
感
に
読
み
取
る
・
』

と
が
で
き
る
の
で
、
太
ぞ
り
隊
と
し
て

大
寸
前
総
し
ま
す
。
観
測
隊
の
隊
民
途
に

と
っ
て、

カ
ラ
フ
ト
犬
は
か
け
が
え
の

昨
年
、
全
地
区
で
「町
長
と
諮
る
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
が
、
町
長
の
施
政
方

針
を
聴
取
し
ヰ
っ
と
、
多
く
の
方
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。
活
発
な
意
見
交
換
の

中
か
ら
各
地
区
で
共
通
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
た
事
項
を
拾
っ
て
み
ま
し
た
。

問

小

学
校
の
統
雌
合
を
ど
っ
与
え

て
い
る
か
？

窓

口

小

学
校
は
単
に
学
校
施
設
と
い

・7
性
的
怖
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
凶
取
hM

民
の
活
動
の
拠
点
、
精
神
的
支
純
と
し

て
電
．裂
な
役
割
安
』
来
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
み
な
さ
ん
の
意
見
を
尊

重
し
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
な
が
ら
協

震
に
付
処
し
た
い
と
考
、
え
て
い
ま
す
。

み
ん
び
鼻
、

も
つ
こ
の
仏
同
僚
は

「耳
挽
薬
師
如
来
」

と
い
わ
れ
、
今
も
大
香
寺
に
泌
蔵
さ
れ

て
い
る
。

d

司
写
真
は
井
戸
よ
り
綴
り
上
げ

ら
れ
た
「
耳
後
薬
師
如
来
」

な
い
家
族
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
厳
し

い
の
然
の
中
で
悪
天
候
が
続
き
、
危
険

が
迫
る
と
い
天
速
を
置
き
去
り
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
悲
し
い
準
態
が

発
生
し
ま
す

U

本
書
は
、
第

一
次
越
冬
隊
が
昭
和
必

地
を
去
っ
た
あ
と
、
奇
跡
的
に
生
き
残

っ
て
い
た
「
タ
ロ
」
と

「
ジ
ロ
」
の
話

を
は
じ
め
と
し
て
、
南
極
で
活
協
し
た

カ
ラ
フ
ト
犬
の
物
語
で
す
。

＠ 

間

都
市
計
画
街
路
の
今
後
の

計
画
は
ど
う
か
？

答

国
道
8
号
線
か
ら
泊
病
院

ま
で
の
鐙
備
が
先
決
と
考
え

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
泊
高
校
か

ら
役
場
ま
で
の
区
聞
は
国
鉄
路
線

と
交
差
す
る
た
め
、
計
画
の
立
案

は
さ
れ
て
い
ま
す
が
鐙
設
省
と
の

実
施
計
画
協
議
の
段
階
ま
で
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
φ

そ
こ
で
、
役

場
別
か
ら
泊
病
院
ま
で
の
区
間
を

早
急
に
完
成
さ
せ
た
い
と
々
え
て

い
ま
す
。

問

浄
化
崎
市
を
設
遣
す
る
際
、

関
係
半
刊
の
同
意
と
し
て
町
内

会
長
の
み
と
な
っ
て
い
る
が
、
同僚

式
を
改
め
ら
れ
な
い
か
？

筈

従
米
か
ら
の
慣
例
と
な
っ

て
い
た
町
内
会
長
の
み
の
同

意
か
ら
、
付
近
下
流
関
係
者
及
び

町
内
会
長
の

M
立
が
な
さ
れ
た
後
、

町
が
縫
認
す
る
と
い
う
形
式
に
改

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

民
間
会
品
を
し
た
ブ
ミ
収

集
作
定
の
乳
状
は
ど
・
7
か
？

窓口

朝
早
く
か
ら
定
め
ら
れ
た

時
間
に
拙
恨
み
妓
し
を
せ
ず
収

集
し
て
い
ま
す
。
ま
た
収
術
後
に

は
、
明
川
七
時
液
を
散
命
す
る
な
ど
、

不
快
感
の
解
消
に
努
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
経
仲
間
は
ず
い
分
と
節
約
さ

れ
ま
し
た
。

i問
げの
る質生
ニ収活
と単．道
が 1両路
でが等
き i氏に
ないお
、、グ〉け
かでる
ヲづ｜町

答

昭
和
訂
年
度
に
若
ト
の
引

き
上
げ
を
行
い
ま
し
た
が
、

ま
だ
実
情
に
九
日
わ
な
い
耐
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
公
共

場
業
と
い
う
性
絡
を
F
J慮
し
て
い

た
だ
き
、
ご
協
力
を
わ
ね
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

予
約
の
多
い
本

ベ
ス
ト
5（

l
月）

O
積

木

く

ず

し

線

被

際

俗

O
チ
ヨ
y
ち
ゃ
ん
が
行
く
わ
よ刷

血
…
柳
朝

渡
辺
淳
一

鈴
木
健
二

木

村

情

O
主
の
階
段

O
気
〈
ば
リ
の
す
す
め

O
功
・
大
好
き

観

． 
舎

読
書
会
を
毎
月

1
回
開
い
て
い
ま
す
。

参
加
多
希
望
さ
れ
る
方
は
、
回
世
宵
館
ま

で
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

（

2
3
1
0
5
7
4）

 ＠
 

nu寸
づ
／
広
J
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ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で

寒
さ
を
吹
き
と
ば
そ
う

． 
期

、，d
2
4』
の〆
ω

、内ぺ
u

、必句
、
F

、日v、44

’d
z
F内
L
n
L
q
r
u

の
4
rt

m目、
3
月
1
日

朝
日
町
民
総
合
体
育
館

朝
日
町
在
住
者
及
び
勤

務
者

（定
時
制
高
校
生

含
む
）
で
男
子
お
歳
以

上
、’
Efmω
歳
以
上
の
有

・
チ
l
ム
編
成

－
男
子
l
部
職
場
・
職
域
対
抗
で
お

歳
以
上
フ
リ
l
。

2
部
試
合
中
、
常
時
コ
ー
ト

内
に
判
歳
以
上
の
者
が

2
名
以
上
い
る
こ
と
。

・
女
子
1
部

却

歳

以
上
フ
リ
l
。

2
部
試
合
中
、
常
時
コ

i
ト

内
に
判
歳
以
上
の
者
が

2
名
以
上
い
る
こ
と
。

・
選
手
登
録
は
、

一
チ
l
ム
6
名
以
内

で
年
齢
は
昭
和
町
年
4
月
1
日
現
在
。

日

・4
2

喝

・
参
加
資
格

スポーツと健康
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ー
ピ

l
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
｜

－
申
込
み
先

朝
日
町
塾
育
委
員
会
又

は
総
合
体
育
館
。

－
申
込
み
方
法
所
定
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
申

込
む
こ
と
。

－
申
込
み
締
切

2
月
四
日
｛土
）

－
抽
選
会

2
月
幻
日
（月）
午
後
7

時
却
分
（総
合
体
育
館
）

・
拍
選
会
に
出
席
し
な
い
場
合
は
、
試

合
に
で
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

－
民
合
方
法

・
予
選
は
リ
ー
グ
戦
で
お
こ
な
い
、

リ

ー
グ
の
勝
者
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

に
出
場
す
る
。

－
試
合
は
、

9
占…
3
セ
ッ
ト
マ

ッ
チ
。

．
次
試
合
チ
ー
ム
か
ら
線
審
2
名
・
記

録
員
1
名
ず
つ
だ
す
こ
と
。

－
参
加
費

l
チ
l
ム
湖
同

（障
害

保
険
料
）

第
幻
岡
町
民

バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会

「熱について」

守

泊病院小児科

谷院長

と

き

3
月
日
日
開

と
こ
ろ

朝
日
町
民
総

合
体
育
館

私
が
泊
病
院
に
来
て
も
つ
9
ヵ
月
に

な
り
ま
す
が
、
診
察
し
て
い
て
々
変
だ

な
。
と
思
う
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
り
ま

す
。
そ
の
一

つ
が
発
熱
で
す
。

お
母
さ
ん
遥
は
、
熱
を
必
要
以
上
に

心
配
し
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
よ
く
。
熱
が
続
く
と
頭
が
変
に

な
る
H

と
信
じ
て
い
る
人
が
い
ま
す
が
、

決
し
て
そ
ん
な
・
｝
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

髄
膜
炎

（脳
膜
炎
）
な
ど
、
頭
に
病

気
が
あ
っ
て
発
熱
し
て
い
る
場
合
の
み

J
娘
が
お
か
し
く
な
る
グ
心
配
が
あ
る

の
で
す
。
た
と
え
ば
、
乳
児
に
多
い
突

発
性
発
疹
の
場
合
、

官問
熱
が
3
1
4
日

間
も
続
き
ま
す
し
、
麻
疹
（
は
し
か
）

の
と
き
も
同
僚
に
高
熱
が
出
ま
す
が
、

髄
膜
炎
、
脳
炎
、
肺
炎
な
ど
を
合
併
し

な
い
阪
り
特
別
な
処
置
を
し
な
い
で
も

解
熱
し
て
し
事
つ
こ
と
は
御
承
知
だ
と

思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
熱
が
出
た
場
合

は
、
心
配
の
な
い
熱
か
心
配
し
な
け
れ

1月23日

朝日柔道大会を開催

マ
第
幻
田

町
民
柔
道
大
会

O
個
人
戦

－
無
段
者

①
鹿
熊
康
成

②
湯
口

啓

第
幻
回
朝
日
町
民

柔
道
大
会
と
第
口
回

下
新
川
郡
中
学
校
、

第
幻
回
新
川
地
区
高

等
学
校
の
各
柔
道
大

会
が
、
去
る
1
月
幻

自
（日
）、
朝
日
町
民

総
合
体
育
館
で
聞
か

れ
ま
し
た
。

有
段
者

①
南
茂
英
夫

②
篠
崎
琢
也

『
紬
V

ヲ
た
’

第
出
回
朝
日
町
ス
キ
｜
教
室
が
、
－

月
詑
日

（土）

か
ら
剖
臼

（月
）
ま
で

の
3
B
聞
の
日
程
で
、
新
赤
倉
ス
キ
ー

場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
に
閣
議
式
を
行
い
、
ゲ
レ
ン
デ

に
出
る
前
に
初
歩
的
な
知
識
を
学
ぶ
と

い
う
こ
と
で

「
ス
キ
ー
の
基
本
と
マ
ナ

ー
に
つ
い
て
」
の
議
義
が
あ
り
、
そ
の

後
受
議
生
の
技
量
に
応
じ
た
妊
に
編
成

さ
れ
、
指
導
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

O
団
体
戦

・
準
決
勝

五
箇
庄
l
｜
O
大
家
庄

泊
三
区
1
｜
l
笹
川

（
泊
三
区
ポ
イ
ン
ト
勝
）

・
決
勝

五
箇
庄
2
｜
O
泊
三
区

マ
第
げ
回
下
新
川
郡
中
晶
子
校
柔
道
大
会

O
団
体
戦

①
朝
日
中
②
入
善
中

O
個
人
戦

－
軽
々
量
級

①
稲
垣
知
勝
②
水
島
光
一

・
軽
量
級
＠
木
丘
基
和

・
中

量
級
①
鹿
熊
康
成

・
無
差
別
級
②
坂
本
伸
治

ま
わ
ヲ
た
’
』

朝
日
町
ス
キ
l
教
室
を
開
催

2
日
目
は
、
背
空
が
広
が
り
雪
質
も

良
く
、
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中

で
、
議
師
の
熱
心
な
指
導
の
も
と
、
受

講
晴
生
は
真
剣
に
取
組
み
、
3
8間
と
い

う
短
期
間
で
し
た
が
、
自
ら
の
意
志
で
、

思
い
の
ま
ま
に
シ
ュ
プ
ー
ル
を
崎
く
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。
苦
し
い
中
に
も
、

ス
キ
ー
の
楽
し
さ
を
充
分
に
感
じ
と
り

全
員
が
満
足
感
と
い
う
土
産
を
も
っ
て

元
気
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

手
軽
に
で
き
る
戸
イ
ソ
メ
ト
リ
ッ
ク

h

カ
を
つ
け
る
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
l
つ
の
運
動
に
6
1
山
秒

ば
な
ら
な
い
熱
か
の
診
断
が
大
切
な
の

で
あ
っ
て
、
執
…
が
何
日
聞
か
続
く
か
ら

と
い

っ
て
む
や
み
に
心
配
す
る
こ
と
は

な
い
の
で
す
。

ま
た
、
通
常
の
感
染
症
の
場
合
、
発

熱
は
生
体
の
生
理
的
防
御
反
応
で
あ
っ

て
、
品
黙
を
解
鉄
…
制
に
よ
っ
℃
何
が
何
で

も
下
げ
て
し
事
つ
こ
と
は
決
し
て
良
い

こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。
逆
に
病
気
の

治
ゅ
の
判
定
を
誤
ま
ら
せ
る
こ
と
に
な

っ
て
し
毒
フ
場
合
が
あ
り
ま
す
。

確
か
に
、
高
熱
が
出
る
と
体
が
だ
る

く
な
っ
た
り
、
ぐ
っ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
る
の
で
、
そ
の
占
つ
な
場
合
だ
け
、

年
令
に
あ
っ
た
坐
薬
を
入
れ
て
あ
げ
て
、

安
静
に
し
て
あ
げ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま

す
。数

…を
む
や
み
に
心
配
し
な
い
こ
と
、

そ
し
て
熱
の
原
因
を
き
ち
ん
と
診
断
し

て
も
ら
う
こ
と
の
2
つ
が
大
切
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

賓
の
献
血

楠
闘
力
者
名

ー
ロ
月
実
施
分
｜

境
地
区

末
上
真
澄
、
水
島
春
美
、

川

ロ
公
子
、
水
島
教
、
来
上
賞
子
、
水

島
幸
美

宮
舘
崎
地
区
本
島
瑞
恵
、
米
国
静
役
、

水
島
孝
夫
、
加
首
席
秀
人
、
本
島
俊
雄
、

嘉
義
母
春
、
嘉
義
登
美
子
、
大
浜
ハ

ル
イ

笹
川
地
区

長
井
斉
、
小
林
司

泊
一
区

高
松
隆
刷
、
氷
見
康
雄
、

卜

山
隆
、
浜
田
治
美
、
藤
篠
和
昭
、
大

谷
端
技
、
八
木
和
美

泊
二
区
水
島
美
保
子
、
梅
津
妬
光
、

野
口
利
恵
子
、
寺
崎
徳
子
、
岡
本
邦

広
、
大
井
尚
美
、
中
島
里
美
、
芦
田

明
美
、
伊
藤
友
文
、
篠
沢
勉
、
畑
瀬

年
明
償
越
喜
久
美
、
大
平
与
一

、

川
端
幸
子
、
加
藤
邦
男
、
岡
本
仁
一
、

⑪
 

ぷ

境

来

上

盛

義

二
男

昭

二

宮

崎

大

海

清

昭

長

男

友

昭

笹

川

竹

内

勝

治

長

男

秀

一

上
道
下
井
上
孝
之
長
女
ゆ
か
り

平
柳

一
区

清

水

昇

長

男

純

旭

ケ

丘

字

国

良

一

長

女

一

美

桜

町

南

茂

明

憲

長

男

哲

也

草

野

大

津

喜

輿

四

三

男

邦

雄

町

南

保

南

部

章

長

男

康

人

大
家
庄

井
口
幸
雄
長
女
久
美
子

高

野

小

新

堂

二

郎

長

女

文

子

金

山

佐

渡

秀

二

長

男

健

成

藤

塚

西

国

重

和

長

男

和

郎
～命

水

島

哲

笹

倉

賞

線

建

日

升

桜

建

恵

松

原
越

間

竹

内

お
す
こ

や
か
に

お
し
あ

わ
せ
巳

O

境

婦

中

町

O
大

平

大

平

O
荒
川
一

丁
目

富

山

市

O栄
町

下

道

下

お
く
や
み

宮

崎

宮

崎

宮

崎
上

積

尾

下

横

尾

下

被

尾

宮

本

町

中

町

清

水

町

栄

町

平
柳
一
区

平
柳
ニ
区

草

野
山

崎

新

大

家

庄

下

山

新

下

野

凋
U
寸
づ
／
h
h
v

’ム子治子ト
ドョ、，

美
保
子

治

一
フ
ミ
ヱ

村藤嘉背水

事
島

佳

子（
臼
）

島

み

よ

（的
）

義

鍵

士口（
臼
）

弁

つ

よ

（

叩
）

悶

源

治

（叫
）

右坂滋大篠柳金金下日貿横線，

要は啓久はつ 在 正よジは
し

作な ifi造なよ俊一いンる濠

82 56 66 73 73 76 46 59 84 73 84 58 

井本弁井岡下山森海 t鳩山悶

泊
三
区

士口
江
勝
広
、
砂
図
良
子
、
藤

図
和
雄
、

平
野
清
彦
、
河
村
成
子
、

黒
坂
明
美
、
平
田
将
俊

五
箇
庄
地
区
大
島
健
清
、

寺
松
成
子
、

舟
見
街
中

一
、
山
手
理
恵
子
、
河
村
光

夫
、
松
田
誠
、
鈴
繁
忠、

上
野
興
松
、

浜
川
忠
博
、
永
井
嘉
隆
、

古口
江
か
っ

、え
南
保
地
区

北
山
真
弓
美
、
竹
内
美
沙

子
、
谷
口
繁
一
、
長
谷
裕
美
、
勝
国

見

一
、
北
山
悦
子
、
東
久
美
子

山
崎
地
区

安
達
正
広
、

鹿
熊
久
則
、

江
端
孝
雄
、
青
島
扶
美
恵
、
江
端
武

正
、
鹿
熊
梨
香
子
、
｛
女
達
よ
り
、
草

原
庄

一
、
牧
野
久
雄
、
野
口
栄
久
、

古
市

一
夫

大
聖
庄
地
区

広
川
万
珠
子
、
能
沢
道

夫
、
白
井
千
賀
子
、
前
川
昭
治
、
花

井
昭
蔵
、
山
崎
っ
、
ぇ
、
沢
田
春
枝
、

水
野
真
紀
子
、
沢
木
昇
、
山
崎
鋭
出
肉
、

坂
口
仁
志、

水
島
君
子

｛錦
名
）⑪
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3月の事業案内｜みんなの保健ト

元F, ｛緒対象地区t易ムヱス阿
刊

E
s
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時日（雌）者象対業j~ 

妊娠中の生理衛生

母子手帳持参
午後

1 :oo～ 3:00 
区

午後

地全保健センター25倒婦ij; 級学親母

母
母子手帳持参
検査料 2,000円

区地金
院
科

病
形外

itl 
繋

28 (II} 57年 12H生
3ヵ月兜鍵診
股関節脱臼検査 l :oo～ l :30 子

午後

l :oo～ 2:00 
保

母子手帳持参区地全保健センター24 （.村56年8.9丹生u民6ヵ月児健診

健

母子手帳持参［~ 地全保健センター
午後

l :oo～ 2:00 17 ｛村54年 10月生．..兜健診3 

｛刈
ι
l
 
’1
 

・闘
円l

 
’e

 成 区地全保健センタ ー
9:30～1 i:oo 

Ki'7｛朽（締人）健康体操教室

15 （刈人

病

予

防

午後

1 :30～ 2:30 
境J克(.+;) 診検婦 検炎料

婦人 1.050阿

乳房 1.100111 

民／.＇、晶、3 

fi .:.:t{ ・．品－

人

｛米
1.1: 

南

大

午後

l :30-2 :30 家
｛米健センタ ー17 （村診検房事L

定期日以外でも保

健婦栄長寸7がlt{f

しているときは相

談を受けますの

Iベ金保健センター
午後

10 (.+;) 

今折者i

母子健康相談定

期

健

康

相

設

I也
l :oo～3:00 

1お（付.:.:tt ・．一般健康相談

22 （刈談相養栄

社
会
悩
祉
の
た
め

に
と
次
の
方
々
か
ら

善
意
の
依
託
が
あ
り

ま
し
た
。

マ
沼
保

横
川
浄
法

さ
ん
よ
り
一
万
四

百
二
十
円

〉
泊
松
原
降

一
さ

ん
よ
り
四
千
円

V
ォ
l
ア
イ
尉
谷
工

業
所
従
業
員

一
向
さ
ん
よ
り
一
万
三

千
二
．
れ
六
十
三
円

マ
小
川
建
設
側
代
表
取
締
役
、
問
凶
三

郎
さ
ん
よ
り
－
L
A
十
万
円

マ
泊
伝
金
同
友
会
さ
ん
よ
り
四
万
円

マ
と
く
名
さ
ん
よ
り

F
・4
百
十
一
円

マ
山
川
崎
肉
続
初
犬
さ
ん
よ
り
二

f
i

．h
七
十
八
円

マ
朝
日
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
さ
ん
よ
り

善意の預託
朝日町善意銀行

3月の休日救急診療当番医

3月6日（日） 高桜 医 院 宮（2)0010

一
3月13日（白） 橘 医院 ft(2)0791 

3月20日（白） 辻 医 院 宮（2)1285

3月21日（祝〉 寺崎 医 院 宮（2)1118

3月27日（巴） 申川医 院 官（2)0120

＠ 

Jt
vM
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マ
と
く
名
さ
ん
よ
リ
ズ
ボ
ン
三
十
八
本

マ
～
山
崎
加
泌
氏
仁
さ
ん
よ
り
交
通
悼
胤

児
の
た
め
に
と
三
千
三
十

μ円
を
指

定
寄
付

マ
朝
日
行
油
ス
タ
ン
ド
k
r
r従
業
対
一

同
さ
ん
よ
り
十
日
切
千
二
千
二
行
八
校

マ
亦
川
広
附
キ
ク
エ
さ
ん
よ
り

一
万

円
マ
日
東
紡
績
労
働
組
へH
泊
主
部
き
ん
よ

リ
ト

一
万
三一
行
八
十
九
川

マ
治
山
幻
間
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
さ
ん
よ

り

一
万
六

f
二
十
九
円

マ
沼
山
川

上

向
江
思

f
さ
ん
よ
り
六
．
h

七
十
四
円

マ
本
町
と
く
名
さ
ん
よ
り

一
f
一二
．h

八
卜
問
円

マ
八

U
会
さ
ん
よ
り
三
万

一
F
川

マ
制
日
経
常
師
究
会
さ
ん
よ
り
二
万
円

圏
直
圏

今
年
の
冬
は
、
例
年
に
な
く
時
か
い

日
が
続
き
、
陽
気
は
ま
る
で
存
の
悠
も

し
人
制
に
延
以
さ
れ
た
品
川
勺
装
置
し

F

持
ち
ぶ
た
き
の
よ
う
で
す
勺
し
か
し
、

過
ょ
の
教
訓
を
小
し
か
し
、
い
れ
み
よ
い
町

づ
く
り
を
進
め
る
の
は
‘
昨
勺
地
荷
の

町
と
し
て
力
然
の
使
命
で
は
：・
，
今
後

と
も
、
消
勺
装
置
等
の
説
的
に
あ
た
っ

て
、
み
な
さ
ん
に
ご
峰
山
崎
を
む
か
け
す

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
4
1

，
に
峨
い
ま
九

づ
く
リ
の
た
め
に
ご
協
ね
を
細
い
ま
ナ


